
　（別紙４（２）） 事業所名 ：グループホーム らく楽一宮

目標達成計画 作 成 日  ： 令和　５　年　１２　月　２３　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1
２

(２)
コロナ終焉に向けて、地域交流をさらに深めてみ
てはいかがでしょうか。

地域との交流を今後も継続する。

農協女性部さんや一宮町コミセンより行事などの情報提供を
依頼し参加可能な行事には積極的に参加します。
R6.7月には施設庭で採れた朝顔の種を育て一宮小学校へ
寄贈の予定。また、施設への出入りが可能になった際には
施設内で小学生と交流を図る行事を企画する。

24ヶ月

2
３３

(１２)
看取りについて再度見直してみてはいかがでしょ
うか。

看取りを行った利用者のデスカンフアレンスを
行いケアの見直しや向上に繋げる。

看取り後のデスカンフアレンスを定着させる。
R5.12.月に看取りを実施したご利用者様のデスカ
ンフアレンスをR6.1月に実施する。

12ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


